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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内容物が収容される容器本体の口部に、上方付勢状態で下方移動可能に配設されるステ
ムと、
　前記ステムを上下動可能に収容すると共に前記ステム内に連通し、前記ステムの下方移
動に伴う前記ステムからの内容物を貯留する貯留シリンダと、
　前記貯留シリンダ内に連通し、且つ内容物を吐出する吐出孔が形成されたノズル筒と、
　前記ステムに連係して上下動すると共に、前記貯留シリンダ内に上下摺動可能に配設さ
れた吐出ピストンと、
　前記ステムに連係して上下動する押下ヘッドと、
　前記押下ヘッドを最下降位置に保持する保持部と、を備え、
　前記保持部は、前記押下ヘッドの上下動に連係する上側係止部と、前記ノズル筒を覆う
とともに揺動軸回りに揺動自在に配設された操作部と、前記操作部に設けられるとともに
前記上側係止部の下方に配置された下側係止部と、を備え、
　前記押下ヘッドが最下降位置に向けて下降するときに、前記上側係止部および前記下側
係止部が互いに摺接しながら、前記操作部の揺動を伴って前記下側係止部が変位して、前
記上側係止部および前記下側係止部が互いに係止することで、前記保持部が前記押下ヘッ
ドの上昇移動を規制し、
　前記保持部は、前記操作部が操作されて揺動したときに、前記上側係止部および前記下
側係止部の係止を解除して前記押下ヘッドの保持を解除する吐出器。
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【請求項２】
　請求項１に記載の吐出器において、
　前記ノズル筒および前記操作部は、前記貯留シリンダ側から前方に向けて延び、
　前記操作部の前端部は、前記揺動軸よりも前方に配置されている吐出器。
【請求項３】
　請求項２に記載の吐出器において、
　前記操作部の前端部は、前記吐出孔よりも下方に配置される吐出器。
【請求項４】
　請求項２または３に記載の吐出器において、
　前記下側係止部は、前記揺動軸よりも後方で、かつ上方に配置される吐出器。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか１項に記載の吐出器において、
　内部が前記ステム内に連通した液用シリンダと、
　前記ステムに連係して上下動すると共に、前記液用シリンダ内に上下摺動可能に配設さ
れ、前記ステムの下方移動に伴って前記液用シリンダ内の内容物を前記ステム内に供給す
る液用ピストンと、を備える吐出器。
【請求項６】
　請求項５に記載の吐出器において、
　前記貯留シリンダの内容積のうち前記吐出ピストンの下方移動に伴って増加する増加容
積は、前記液用シリンダの内容積のうち前記液用ピストンの下方移動に伴って減少する容
積分以上の容積とされている吐出器。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、吐出器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、例えば下記特許文献１に示されるように、容器本体の口部に装着される有頂
筒状の装着キャップと、装着キャップに上方付勢状態で下方移動可能に貫設されたステム
を有するポンプと、ステムの上端部に装着されると共に吐出孔が形成された押下ヘッドと
、を備えた吐出器が知られている。
　上記ポンプは、ステムに連係して上下動するピストンと、ピストンが上下摺動可能に嵌
合されたシリンダと、シリンダの下端開口を開閉する下部弁体と、を主に備えている。
【０００３】
　このように構成された吐出器では、押下ヘッドの押下によりステムを下方に移動させる
ことで、シリンダに対してピストンを下降させることができる。これにより、シリンダ内
の内容物をステム内に流入させた後、吐出孔を通じて外部に吐出することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１２－２３２２２８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記従来の吐出器では、押下ヘッドの押下時に内容物が吐出されるので
、例えば手の平に内容物を吐出する場合には、片手（押下ヘッドを押下している手とは反
対の手）で内容物を受け取ることになり、両手で受け取ることが難しかった。
　また、何らかの理由によって片手が塞がっている場合（子供を抱いている場合等）には
、もう一方の片手で押下ヘッドを押下できたとしても、吐出された内容物をその手で受け
取ることが難しい。
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【０００６】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであって、その目的は、吐出された内
容物を両手で受け取ることができるうえ、内容物の吐出操作、及び吐出された内容物の受
け取りを片手だけで行うことができる吐出器を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を解決するために、本発明は以下の手段を提案している。
　本発明に係る吐出器は、内容物が収容される容器本体の口部に、上方付勢状態で下方移
動可能に配設されるステムと、前記ステムを上下動可能に収容すると共に前記ステム内に
連通し、前記ステムの下方移動に伴う前記ステムからの内容物を貯留する貯留シリンダと
、前記貯留シリンダ内に連通し、且つ内容物を吐出する吐出孔が形成されたノズル筒と、
前記ステムに連係して上下動すると共に、前記貯留シリンダ内に上下摺動可能に配設され
た吐出ピストンと、前記ステムに連係して上下動する押下ヘッドと、前記押下ヘッドを最
下降位置に保持する保持部と、を備え、前記保持部は、前記押下ヘッドの上下動に連係す
る上側係止部と、前記ノズル筒を覆うとともに揺動軸回りに揺動自在に配設された操作部
と、前記操作部に設けられるとともに前記上側係止部の下方に配置された下側係止部と、
を備え、前記押下ヘッドが最下降位置に向けて下降するときに、前記上側係止部および前
記下側係止部が互いに摺接しながら、前記操作部の揺動を伴って前記下側係止部が変位し
て、前記上側係止部および前記下側係止部が互いに係止することで、前記保持部が前記押
下ヘッドの上昇移動を規制し、前記保持部は、前記操作部が操作されて揺動したときに、
前記上側係止部および前記下側係止部の係止を解除して前記押下ヘッドの保持を解除する
。
【０００８】
　本発明によれば、押下ヘッドを押下し、貯留シリンダに対してステムを下方移動させる
ことで、吐出ピストンを貯留シリンダ内で下方移動させることができると共に、ステムか
らの内容物を貯留シリンダ内に一旦貯留することができる。また、押下ヘッドが最下降位
置まで下降したときに、保持部によって押下ヘッドを最下降位置に保持することができる
。なおこのとき、上側係止部および下側係止部が互いに摺接しながら、操作部の揺動を伴
って下側係止部が変位して、上側係止部および下側係止部が互いに係止する。
　その後、操作部を操作して揺動させ、上側係止部および下側係止部の係止を解除して保
持部による押下ヘッドの保持を解除すると、ステムは上方付勢力によって上方に復元移動
する。そのため、吐出ピストンは、ステムの復元移動に伴って貯留シリンダ内を上方移動
し、貯留シリンダ内に貯留された内容物を貯留シリンダ内から押し出すようにノズル筒内
に供給する。これにより、吐出孔を通じて内容物を外部に吐出することができる。
【０００９】
　このように、貯留シリンダ内に内容物を一旦貯留できるので、押下げ操作等によってス
テムを下方移動させたときに内容物が吐出されることを防止でき、その後、ステムを上方
に復元移動させたときに内容物を吐出させることができる。
　従って、吐出された内容物を、片手だけでなく両手で受け取ることができる。さらに、
例えば片手が何等かの理由で塞がっている場合（例えば子供を抱いている場合や、荷物を
持っている場合等）であっても、もう一方の片手だけで、内容物の吐出操作及び吐出され
た内容物の受け取りを行うことができる。従って、非常に使い易く、利便性を向上するこ
とができる。
　しかも、内容物が貯留シリンダ内に一旦貯留され、押下ヘッドが最下降位置まで下降し
たときに、保持部によって押下ヘッドを最下降位置に保持することができる。よって、押
下ヘッドの押下を解除して押下ヘッドから手を離したときに、押下ヘッドおよびステムが
上昇して内容物が吐出されるのを防ぐことができる。従って、押下ヘッドから離した手を
ノズル筒に接近させた後に操作部を操作し、押下ヘッドおよびステムを上昇させて内容物
を吐出させることができる。また、例えば吐出終了後、次回の吐出のために押下ヘッドを
下降させて保持部によって押下ヘッドを最下降位置に保持することで、次回の吐出を円滑
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に実施することもできる。従って、利便性を更に向上することができる。
　また、押下ヘッドが最下降位置に向けて下降するときに、上側係止部および下側係止部
が互いに摺接しながら、操作部の揺動を伴って下側係止部が変位して、上側係止部および
下側係止部が互いに係止することで、保持部が押下ヘッドの上昇移動を規制する。従って
、押下ヘッドが最下降位置に向けて下降させる作業を実施することにより、保持部によっ
て押下ヘッドを最下降位置に保持することができる。これにより、利便性を更に一層向上
することができる。
　さらに、操作部がノズル筒を覆うので、吐出器がかさばることを抑え、吐出器のコンパ
クト化を図ることができる。
【００１０】
　前記ノズル筒および前記操作部は、前記貯留シリンダ側から前方に向けて延び、前記操
作部の前端部は、前記揺動軸よりも前方に配置されてもよい。
【００１１】
　この場合には、ノズル筒および操作部が、貯留シリンダ側から前方に向けて延び、かつ
操作部の前端部が、揺動軸よりも前方に配置されている。従って、操作部の前端部を手で
上下動させて操作部が揺動するように操作部を操作して、保持部による押下ヘッドの保持
を解除した直後、その手をノズル筒に接近させておくことができる。これにより、利便性
を更に向上することができる。
【００１２】
　前記操作部の前端部は、前記吐出孔よりも下方に配置されてもよい。
【００１３】
　この場合には、操作部の前端部が、吐出孔よりも下方に配置される。従って、操作部の
前端部を手で操作して保持部による押下ヘッドの保持を解除した直後、その手を吐出孔の
下方に位置させておくことができる。これにより、利便性を更に向上することができる。
【００１４】
　前記下側係止部は、前記揺動軸よりも後方で、かつ上方に配置されてもよい。
【００１５】
　この場合には、下側係止部が、揺動軸よりも後方で、かつ上方に配置されている。従っ
て、操作部の前端部を上方に移動させることで、下側係止部を後方かつ下方に移動させる
ことができる。よって、上側係止部および下側係止部が互いに係止している状態で、操作
部の前端部を上方に移動させることで、下側係止部を上側係止部から容易に離脱させるこ
とができる。
【００１６】
　内部が前記ステム内に連通した液用シリンダと、前記ステムに連係して上下動すると共
に、前記液用シリンダ内に上下摺動可能に配設され、前記ステムの下方移動に伴って前記
液用シリンダ内の内容物を前記ステム内に供給する液用ピストンと、を備えてもよい。
【００１７】
　この場合には、貯留シリンダに対してステムを下方移動させると、ステムに連係して液
用ピストンが液用シリンダ内を下方移動する。これにより、液用シリンダ内の内容物を、
ステム内を通じて貯留シリンダ内に供給することができる。従って、一度の吐出操作で吐
出される内容物の吐出量を、液用シリンダの内容積で規定し易く、例えば決まった量の内
容物を吐出することが可能となる。
【００１８】
　前記貯留シリンダの内容積のうち前記吐出ピストンの下方移動に伴って増加する増加容
積は、前記液用シリンダの内容積のうち前記液用ピストンの下方移動に伴って減少する容
積分以上の容積とされていてもよい。
【００１９】
　この場合には、ステムを下方移動させた際、貯留シリンダの内容積を超える量の内容物
が貯留シリンダ内に供給されることを防止することができる。従って、ステムの下方移動
時に、貯留シリンダ内に内容物を確実に貯留でき、貯留シリンダ内からノズル筒内に内容
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物が流入し難い。そのため、ステムの下方移動時に、内容物が吐出孔から漏れることを効
果的に防止し易い。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明に係る吐出器によれば、吐出された内容物を両手で受け取ることができるうえ、
内容物の吐出操作、及び吐出された内容物の受け取りを片手だけで行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明に係る吐出器の一実施形態を示す縦断面図である。
【図２】図１に示す状態から、押下ヘッドを押し下げることでステムを最上昇位置から最
下降位置まで下方移動させ、貯留シリンダ内に内容物を貯留した状態を示す縦断面図であ
る。
【図３】図２に示す吐出器の正面図である。
【図４】図２に示す吐出器のＡ－Ａ矢視断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明に係る吐出器の一実施形態について図面を参照して説明する。
　図１から図４に示すように、本実施形態の吐出器１は、内容物が収容される容器本体Ａ
の口部Ａ１に装着される装着キャップ２と、容器本体Ａの口部Ａ１に上方付勢状態で下方
移動可能に配設される筒状のステム３を有するポンプ（吐出機構）４と、ステム３に連係
して上下動する押下ヘッド５と、を備えている。
【００２３】
　なお、本実施形態では、吐出器１が装着される容器本体Ａにおける横断面の中央を通る
中心軸を軸線Ｏといい、軸線Ｏに沿った押下ヘッド５側を上方、その反対側を下方という
。また、軸線Ｏ方向から見た平面視で軸線Ｏに直交する方向を径方向といい、軸線Ｏ回り
に周回する方向を周方向という。
【００２４】
　装着キャップ２は、環状の天壁部を有する有頂筒状に形成され、軸線Ｏと同軸に配置さ
れると共に容器本体Ａの口部Ａ１に螺着されている。
　なお、装着キャップ２の装着方法は、螺着に限定されるものではなく、例えばアンダー
カット嵌合により容器本体Ａの口部Ａ１に装着されても構わない。
　天壁部は、後述する液用シリンダ１４のフランジ部４１上に配置され、液用シリンダ１
４の上方への抜けを防止している。
【００２５】
　ポンプ４は、上記ステム３と、ステム３を上下動可能に収容すると共にステム３内に連
通し、ステム３の下方移動に伴うステム３からの内容物を貯留する貯留シリンダ１０と、
貯留シリンダ１０内に連通し、且つその先端に内容物を吐出する吐出孔１１が形成された
ノズル筒１２と、貯留シリンダ１０内に上下摺動可能に配設された吐出ピストン１３と、
ステム３を上下動可能に収容すると共にステム３内に連通した液用シリンダ１４と、ステ
ム３に連係して上下動すると共に液用シリンダ１４内に上下摺動可能に配設された液用ピ
ストン１５と、を備えている。
【００２６】
　貯留シリンダ１０は、軸線Ｏと同軸に配設された筒状に形成され、装着キャップ２と一
体に形成されている。
　貯留シリンダ１０は、装着キャップ２における天壁部の内周縁部から上方に向けて延び
た貯留筒部２０と、貯留筒部２０よりも上方に配置され、且つ貯留筒部２０よりも径が小
さいガイド筒部２１と、貯留筒部２０の上端部とガイド筒部２１の下端部とを接続する環
状の頂壁部２２と、頂壁部２２に立設されてガイド筒部２１を径方向の外側から囲繞する
囲繞筒部２７と、を備えている。
【００２７】
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　貯留筒部２０と装着キャップ２の天壁部との接続部分には、貯留筒部２０の内部と外部
とを連通する第１空気孔２３が形成されている。ガイド筒部２１は、内径がステム３の内
径よりも小さくなるように形成され、その内側には押下ヘッド５の後述する連係筒部７１
が上下動可能に挿通されている。
【００２８】
　ガイド筒部２１と頂壁部２２との接続部分には、連係筒部７１の外周面に摺接する環状
のシール部２４が下方に向けて突設されている。これにより、連係筒部７１とシール部２
４との間は密にシールされている。
【００２９】
　ノズル筒１２は、貯留シリンダ１０側から前方に向けて延びている。以下では、径方向
のうち、ノズル筒１２が貯留シリンダ１０から延びる方向を前方、その逆方向を後方とし
、軸線Ｏ方向および前後方向に直交する方向を左右方向とする。
　ノズル筒１２は、貯留シリンダ１０のガイド筒部２１に一体に形成された第１ノズル筒
３０と、第１ノズル筒３０に連結された第２ノズル筒３１と、第２ノズル筒３１に連結さ
れた第３ノズル筒３２と、を備え、貯留シリンダ１０に連結されている。
【００３０】
　第１ノズル筒３０は、ガイド筒部２１の外周面から径方向外側に向けて延びて囲繞筒部
２７を貫通するように形成され、その一部は頂壁部２２に一体に形成されている。頂壁部
２２のうち第１ノズル筒３０と一体に形成された部分には、頂壁部２２を上下に貫通する
貫通孔２５が形成されている。これにより、貯留筒部２０内と第１ノズル筒３０内とは、
貫通孔２５を通じて連通している。
　第１ノズル筒３０は、装着キャップ２よりも径方向外側に突出しており、その先端部側
は第１ノズル筒３０の他の部分よりも外径が小さい小径筒部３０ａとされている。
【００３１】
　第２ノズル筒３１は、第１ノズル筒３０の小径筒部３０ａに外嵌されると共に、中間部
分が前方斜め下方に向けて折曲されている。第２ノズル筒３１の先端部側は、第２ノズル
筒３１の他の部分よりも外径が小さい小径筒部３１ａとされている。
【００３２】
　第３ノズル筒３２は、第２ノズル筒３１の小径筒部３１ａに外嵌されると共に、その先
端には吐出孔１１が形成されている。図示の例では、吐出孔１１は縦断面視テーパー状に
形成され、下方に向けて開口している。
　第２ノズル筒３１内及び第３ノズル筒３２内には、軸線Ｏ方向に延びた円柱状の芯体３
３が配設されている。芯体３３は、その外径が第２ノズル筒３１及び第３ノズル筒３２の
内径よりも小さく形成されていると共に、吐出孔１１との間に若干の隙間をあけて配設さ
れている。これにより、内容物は、芯体３３の外周面と、第２ノズル筒３１及び第３ノズ
ル筒３２の内周面との間を流れ、吐出孔１１から外部に吐出される。
【００３３】
　なお、図示の例では、ノズル筒１２は側面視Ｌ字状に形成されているが、この場合に限
定されるものではなく、例えば貯留シリンダ１０から径方向外側に向けて延びたストレー
ト状に形成されていても構わない。また、芯体３３の先端部に有頂筒状のノズルチップを
装着し、内容物を例えば霧状に吐出させても構わない。
【００３４】
　液用シリンダ１４は、筒状に形成され、容器本体Ａの口部Ａ１の内側に軸線Ｏと同軸に
配設されている。液用シリンダ１４は、パッキン４０を介して容器本体Ａの口部Ａ１の上
方開口端上に配置された環状のフランジ部４１と、フランジ部４１の内周縁部から下方に
向けて延びた直筒部４２と、直筒部４２の下端部からさらに下方に向けて延びた吸込み筒
部４３と、を備えている。
【００３５】
　直筒部４２には、フランジ部４１よりも下方に位置する部分に、直筒部４２を径方向に
貫通する第２空気孔４４が形成されている。これにより、容器本体Ａ内と液用シリンダ１
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４内とは、第２空気孔４４を通じて連通している。
　直筒部４２と吸込み筒部４３との接続部分には、径方向内側に向けて突設された環状の
下弁座部４５が形成されている。下弁座部４５の内側は、液用シリンダ１４内と容器本体
Ａ内とを連通させる連通孔４６とされている。
【００３６】
　吸込み筒部４３の内側には、容器本体Ａ内の内容物を吸い上げるチューブ体４７が嵌合
されている。チューブ体４７は、例えば容器本体Ａの底部付近まで延び、上端部が下弁座
部４５に対して下方から接触している。
【００３７】
　直筒部４２内には、連通孔４６を開閉する下部弁体５０が配設されている。下部弁体５
０は、液用シリンダ１４内の加圧時に連通孔４６を閉塞した状態に維持し、且つ液用シリ
ンダ１４内の減圧時に連通孔４６を開放する逆止弁とされている。
　下部弁体５０は、連通孔４６を開閉する弁本体５１と、下弁座部４５上に配設され、弁
本体５１を支持する支持筒部５２と、弁本体５１の上方に配置されると共に支持筒部５２
の上端部に連結された支持軸部５３と、を備えている。
【００３８】
　支持筒部５２は、軸線Ｏと同軸に配置され、直筒部４２の内側に嵌合されている。
　弁本体５１は、軸線Ｏと同軸に配置された平面視円板状に形成され、下弁座部４５に対
して上方に離反可能に着座して連通孔４６を閉塞する下弁体５４と、下弁体５４と支持筒
部５２との間に周方向に間隔をあけて配設され、支持筒部５２に対して下弁体５４を軸線
Ｏ方向に弾性変位可能に支持する複数の弾性支持片５５と、を備えている。
【００３９】
　弾性支持片５５は、内端部が下弁体５４の外周縁部に一体に接続され、且つ外端部が支
持筒部５２の内周面に一体に接続されている。なお、弁本体５１は、弾性支持片５５を例
えば３つ具備する３点弁とされている。
　支持軸部５３は、例えば平面視十字状に形成されている。これにより、支持筒部５２内
の空間と、液用シリンダ１４内において支持軸部５３よりも上方に位置する空間と、は互
いに連通している。支持軸部５３には、ステム３を上方に付勢するコイルばね５６が外挿
されている。
【００４０】
　ステム３は、貯留シリンダ１０内及び液用シリンダ１４内に軸線Ｏと同軸に配設されて
いる。ステム３は、コイルばね５６からのばね力（付勢力）を受けて上方付勢されている
と共に、押下ヘッド５の押し下げ操作に伴って下方移動可能に配設されている。ステム３
は、貯留筒部２０の内径及び直筒部４２の内径よりも外径が小さく、且つ後述する連係筒
部７１の外径よりも内径が大きい筒状に形成されている。ステム３の内部は、貯留シリン
ダ１０内及び液用シリンダ１４内に連通している。
【００４１】
　吐出ピストン１３は、ステム３に一体的に形成されている。吐出ピストン１３は、貯留
筒部２０の内周面に対して上下摺動可能に接した吐出筒部５７と、ステム３の上端部から
径方向外側に向かって突設され、吐出筒部５７に連結された環状の連結部５８と、を備え
ている。
　吐出筒部５７は、上端部が連結部５８との接続部分から上方に向かうに従い漸次拡径し
、且つ下端部が連結部５８との接続部分から下方に向かうに従い漸次拡径している。これ
により、吐出ピストン１３は、貯留筒部２０の内周面に対して、その全周に亘って密に摺
接している。
【００４２】
　貯留シリンダ１０の頂壁部２２には、下方に向けて突出した規制片５９が周方向に間隔
をあけて複数形成されている。そして、吐出ピストン１３の連結部５８は、規制片５９に
対して下方から接触している。これにより、吐出ピストン１３及びステム３は、それ以上
の上方移動が規制され、図１に示すように最上昇位置が位置決めされる。
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【００４３】
　吐出ピストン１３は、上述のようにステム３に一体的に形成されているので、ステム３
に連係して上下動する。従って、ステム３と共に吐出ピストン１３が下方移動すると、図
２に示すように貯留シリンダ１０内には吐出ピストン１３の上方に位置するように貯留空
間Ｓが画成される。これにより、貯留空間Ｓを利用して、ステム３からの内容物を貯留シ
リンダ１０内に貯留することが可能となる。
　なお、吐出ピストン１３は、ステム３と共に上方に復元移動すると、貯留空間Ｓ内に貯
留された内容物を貯留シリンダ１０内から押し出すように、貫通孔２５を通じてノズル筒
１２内に移送させる。
【００４４】
　液用ピストン１５は、図１に示すように、軸線Ｏと同軸に配設されると共に、液用シリ
ンダ１４の直筒部４２内に上下摺動可能に配設されている。
　液用ピストン１５は、直筒部４２の内周面に対して上下摺動可能に接した液筒部６０と
、ステム３の内側に嵌合され、その下端部が液筒部６０に連結された連結筒部６１と、を
備えている。
【００４５】
　連結筒部６１は、ステム３よりも下方に延びており、その下端部における外周面が液筒
部６０における上下方向の中間部分に連結されている。
　連結筒部６１の上方開口端は、後述する連係筒部７１の下方開口端よりも下方に位置し
、且つ連係筒部７１の下方開口端に対して隙間をあけて対向配置されている。なお、連結
筒部６１の下方開口端は上弁座部６２として機能する。
【００４６】
　液筒部６０は、上端部が連結筒部６１との接続部分から上方に向かうに従い漸次拡径し
、且つ下端部が連結筒部６１との接続部分から下方に向かうに従い漸次拡径している。こ
れにより、吐出ピストン１３は、直筒部４２の内周面に対して、その全周に亘って密に摺
接している。
【００４７】
　液用ピストン１５は、上述のように連結筒部６１がステム３に嵌合されているので、ス
テム３に連係して上下動する。従って、ステム３と共に液用ピストン１５が下方移動する
ことで液用シリンダ１４内を加圧することができると共に、液用シリンダ１４内に吸い上
げられている内容物を、ステム３内を通じて貯留シリンダ１０側に移送させることができ
る。
【００４８】
　なお、液筒部６０は、図１に示すように、ステム３が最上昇位置に位置しているときに
、直筒部４２に形成された第２空気孔４４を径方向内側から閉塞し、図２に示すようにス
テム３に伴って液用ピストン１５が下方移動したときに、第２空気孔４４を開放させる。
これにより、ステム３が下降移動してから元の位置（最上昇位置）に復元移動するまでの
間、容器本体Ａ内は第２空気孔４４及び第１空気孔２３を通じて外部に連通する。
【００４９】
　図１に示すように、液用ピストン１５内には、上部弁体６５が軸線Ｏと同軸に配置され
た状態で上下動可能に配設されている。
　上部弁体６５は、連結筒部６１の上弁座部６２に対して下方から着座する平面視円形状
の上弁体６６と、上弁体６６から上方に向けて延び、連結筒部６１内に下方から挿通され
た挿入筒部６７と、を備えている。
【００５０】
　挿入筒部６７は、連結筒部６１よりも上方に突出していると共に、連結筒部６１の内径
よりも外径が小さく形成されている。そのため、挿入筒部６７と連結筒部６１との間には
、環状の第１流通路Ｒ１が形成されている。
【００５１】
　上弁体６６は、液筒部６０の内側に上下摺動可能に配設されていると共に、上弁座部６
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２に対して下方に離反可能に着座している。上弁体６６の外周縁部の一部には、上弁体６
６を軸線Ｏ方向に貫通する流通孔６８が形成されている。
　上弁体６６の中央部分には、下方に向けて突出した支持壁６９が形成されている。なお
、支持壁６９は平面視十字状となるように形成されている。
【００５２】
　上部弁体６５と下部弁体５０との間には、コイルばね５６が圧縮状態で配設されている
。コイルばね５６は、下端部側が下部弁体５０の支持軸部５３に外挿され、且つ上端部側
が支持壁６９に外挿されており、上部弁体６５と下部弁体５０とを軸線Ｏ方向に互いに離
間させるように付勢している。
　これにより、上部弁体６５はコイルばね５６によって上方に付勢され、上弁体６６は上
弁座部６２に対して押し付けられた状態で着座している。
【００５３】
　そのため、第１流通路Ｒ１内と液用シリンダ１４内とは、上弁体６６によって連通が遮
断されている。一方、図２に示すように、コイルばね５６のばね力（付勢力）に抗して上
部弁体６５が下方移動した場合には、上弁体６６が上弁座部６２から下方に離間するので
、第１流通路Ｒ１内と液用シリンダ１４内とが流通孔６８を通じて連通する。
　このように、上部弁体６５は、コイルばね５６のばね力を利用して第１流通路Ｒ１内と
液用シリンダ１４内とを遮断し、且つ押下ヘッド５の押し下げ操作に伴う下方移動によっ
て、第１流通路Ｒ１内と液用シリンダ１４内とを連通させる。
【００５４】
　図１に示すように、押下ヘッド５は、表裏面が軸線Ｏ方向を向く板状のヘッド部７０と
、ヘッド部７０から下方に向けて延びると共に、貯留シリンダ１０のガイド筒部２１内に
上方から挿入された連係筒部７１と、を備えている。
　ヘッド部７０は、貯留シリンダ１０の上方に、貯留シリンダ１０から一定の間隔（スト
ローク）をあけて配置されている。これにより、押下ヘッド５は一定のストローク分、押
下げ操作可能とされている。
【００５５】
　連係筒部７１は、ガイド筒部２１に上下動可能に支持されていると共に、ステム３内に
も挿入されている。連係筒部７１の下端部は上部弁体６５の挿入筒部６７に外嵌されてい
る。これにより、連係筒部７１及び上部弁体６５は一体に連結され、上部弁体６５は押下
ヘッド５に伴って上下動可能とされている。
【００５６】
　先に述べたように、ステム３の内径は連係筒部７１の外径よりも大きいので、連係筒部
７１とステム３との間には環状の第２流通路Ｒ２が形成されている。そして、連係筒部７
１の下方開口端と、液用ピストン１５における連結筒部６１の上方開口端との間には隙間
が形成されている。これにより、第１流通路Ｒ１と第２流通路Ｒ２とは、この隙間を通じ
て互いに連通している。
【００５７】
　連係筒部７１の下方開口端には、下方に向けて突出すると共に周方向に間隔をあけて配
置された複数の突起片７２が形成されている。そのため、押下ヘッド５の押し下げによっ
て連係筒部７１が下方移動しはじめると、図２に示すように突起片７２が連結筒部６１の
上方開口端に上方から接触する。
　なお、この場合であっても、第１流通路Ｒ１と第２流通路Ｒ２とは、周方向に隣り合う
突起片７２同士の間を通じて互いに連通している。
【００５８】
　また、上部弁体６５は連係筒部７１と共に下方移動するので、突起片７２が連結筒部６
１の上方開口端に接触した際、上弁体６６が上弁座部６２から下方に向けて離反する。こ
れにより、第１流通路Ｒ１内と液用シリンダ１４内とが流通孔６８を通じて連通する。そ
のため、液用シリンダ１４内は、第１流通路Ｒ１内及び第２流通路Ｒ２内を通じて貯留シ
リンダ１０内に連通する。
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【００５９】
　さらに、突起片７２が連結筒部６１の上方開口端に接触した後、押下ヘッド５の押し下
げによって連係筒部７１がさらに下方移動すると、突起片７２によって液用ピストン１５
も押し下げられ、液用ピストン１５及びステム３が、押下ヘッド５及び上部弁体６５と一
体となって下方移動する。
　そのため、液用ピストン１５が液用シリンダ１４内を下方移動し、液用シリンダ１４の
内容積が減少して内圧が上昇する（加圧される）。従って、下部弁体５０が連通孔４６を
閉塞するので、液用シリンダ１４内の内容物を、第１流通路Ｒ１内及び第２流通路Ｒ２内
を通じて貯留シリンダ１０側に供給することが可能となる。
【００６０】
　なお、貯留シリンダ１０における貯留空間Ｓの内容積のうち、吐出ピストン１３の下方
移動に伴って増加する増加容積は、液用シリンダ１４の内容積のうち液用ピストン１５の
下方移動に伴って減少する容積分以上の容積となるように設定されている。
　具体的には、例えば貯留筒部２０の外径や、貯留筒部２０の長さ（軸線Ｏ方向に沿った
長さ）を変更することで、貯留シリンダ１０の内容積の調整を行うことが可能である。
【００６１】
　そして本実施形態では、吐出器１は、保持部６と、付勢部材７と、を更に備えている。
　保持部６は、押下ヘッド５を、図２に示すような最下降位置に保持する。図１から図４
に示すように、保持部６は、押下ヘッド５の上下動に連係する上側係止部８１と、ノズル
筒１２を覆うとともに揺動軸Ｌ回りに揺動自在に配設された操作部８２と、操作部８２に
設けられるとともに上側係止部８１の下方に配置された下側係止部８３と、を備えている
。
【００６２】
　上側係止部８１は、連係筒部７１から径方向の外側に向けて突出している。上側係止部
８１は、周方向の全周にわたって設けられている。上側係止部８１の下端部には、上ガイ
ド面８１ａが設けられている。上ガイド面８１ａは、径方向の外側（後方）に向かうに従
い漸次、上方に向けて傾斜している。
【００６３】
　操作部８２は、押下ヘッド５の上下動に非連係である。操作部８２は、貯留シリンダ１
０、ノズル筒１２および装着キャップ２のうちの少なくとも１つに連結されている。本実
施形態では、操作部８２は、貯留シリンダ１０に連結されていて、貯留シリンダ１０側か
ら前方に向けて延びている。
【００６４】
　操作部８２は、貯留シリンダ１０に軸部８０を介して連結されている。軸部８０は、押
下ヘッド５の上下動に非連係である。軸部８０は、貯留シリンダ１０から左右方向に突出
している。軸部８０は、囲繞筒部２７から左右方向の外側に突出している。軸部８０は、
貯留シリンダ１０を挟んで左右方向に一対設けられている。左右一対の軸部８０の両中心
軸上には、前記揺動軸Ｌが位置している。
【００６５】
　操作部８２は、装着部８４と、カバー部８５と、を備えている。
　装着部８４は、軸部８０に装着される。装着部８４は、後端部が切り欠かれた有頂筒状
に形成されている。装着部８４は、平面視において後方に向けてＣ字状に開口する頂壁リ
ング部８６と、頂壁リング部８６の外周縁から下方に向けて延びる周壁部８７と、を備え
ている。周壁部８７は、貯留シリンダ１０の上端部（囲繞筒部２７）を径方向の外側（前
方および左右方向の外側）から覆っている。
【００６６】
　周壁部８７には、挿通孔８８と、軸孔８９と、ガイド溝９０と、が形成されている。
　挿通孔８８には、ノズル筒１２が挿通されている。挿通孔８８は、周壁部８７の前端部
に形成されている。挿通孔８８は、周壁部８７を前後方向に貫通する。挿通孔８８は、周
壁部８７の下端部から下方に向けて開口している。
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　軸孔８９には、軸部８０が揺動軸Ｌ回りに回転自在に嵌合されている。軸孔８９は、周
壁部８７において左右方向に対向し合う各部分に一対形成されている。軸孔８９は、互い
に同軸に配置されている。
【００６７】
　ガイド溝９０は、軸部８０が軸孔８９に嵌合されることを案内する。ガイド溝９０は、
周壁部８７の内周面に形成されている。ガイド溝９０は、軸孔８９から下方に向けて延び
ている。ガイド溝９０は、周壁部８７の下端部から下方に向けて開口している。
　装着部８４が軸部８０に装着されるときには、ガイド溝９０の下端開口部を通して軸部
８０をガイド溝９０内に挿入し、軸部８０をガイド溝９０内で上方に向けてスライド移動
させて軸孔８９内に嵌合させる。またこのとき、挿通孔８８の下端開口部を通してノズル
筒１２を挿通孔８８内に挿入する。
【００６８】
　カバー部８５は、装着部８４から前方に向けて延びている。カバー部８５は、周壁部８
７における挿通孔８８の開口周縁部から前方に向けて延びている。カバー部８５内には、
ノズル筒１２が収容されている。カバー部８５は、ノズル筒１２を上方、前方および側方
から覆っている。カバー部８５は、ノズル筒１２を下方に向けて露出されている。
【００６９】
　カバー部８５は、ノズル筒１２を上方から覆う天壁部９１と、ノズル筒１２を前方から
覆う前壁部９２と、ノズル筒１２を側方から覆う側壁部９３と、を備えている。なお図示
の例では、天壁部９１の下面、前壁部９２の後面、側壁部９３の側面が、いずれもノズル
筒１２の外面に当接しているが、例えば、これらの一部（例えば天壁部９１の下面）のみ
がノズル筒１２に当接する構成を採用する等してもよい。
【００７０】
　天壁部９１は、装着部８４から前方に向けて延びている。天壁部９１の前端部は、ノズ
ル筒１２の折曲部分（屈曲部分）上に位置している。前壁部９２は、天壁部９１の前端部
から前方斜め下方に向けて延びている。前壁部９２の下端部は、第３ノズル筒３２の下端
部よりも下方に位置し、吐出孔１１よりも下方に位置している。
【００７１】
　側壁部９３は、ノズル筒１２を左右方向に挟み込んで一対配置されている。側壁部９３
は、後側に位置する第１側壁９４と、前側に位置する第２側壁９５と、を備えている。第
１側壁９４は、天壁部９１から下方に向けて延びている。第１側壁９４は、ノズル筒１２
において、前記屈曲部分よりも後側に位置する部分を側方から覆っている。第２側壁９５
は、前壁部９２から後方に向けて延びている。第２側壁９５は、ノズル筒１２において、
前記屈曲部分よりも下側に位置する部分を側方から覆っている。
【００７２】
　前記操作部８２の前端部は、前壁部９２の下端部および第２側壁９５の下端部によって
形成されている。操作部８２の前端部は、揺動軸Ｌよりも前方に配置され、吐出孔１１よ
りも下方に配置されている。
　操作部８２は、人の手により押圧可能に形成されている。本実施形態では、操作部８２
の前端部は、操作部８２の下方から押し上げ可能とされている。
【００７３】
　下側係止部８３は、押下ヘッド５の上下動に非連係である。下側係止部８３は、揺動軸
Ｌよりも後方で、かつ上方に配置されている。下側係止部８３は、装着部８４に連結され
ている。下側係止部８３は、頂壁リング部８６の後端部を左右方向に連結する。本体部９
７は、連係筒部７１の後方に配置されている。
【００７４】
　図２に示すように、押下ヘッド５が最下降位置に位置するときに、上側係止部８１およ
び下側係止部８３が互いに係止することで、保持部６が押下ヘッド５の上昇移動を規制す
る。これにより、コイルばね５６（ステム３）からの上方付勢力に抗して、押下ヘッド５
が最下降位置に保持される。
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【００７５】
　付勢部材７は、操作部８２を付勢する。操作部８２の前端部が押し上げられて操作部８
２が揺動軸Ｌ回りに揺動したときに、操作部８２が付勢部材７によって揺動軸Ｌ回りの反
対側に向けて付勢される。付勢部材７は、ノズル筒１２に設けられている。付勢部材７は
、弾性片によって形成されている。付勢部材７は、第１ノズル筒３０から上方に向けて延
び、頂壁リング部８６と連係筒部７１との間に配置されている。
【００７６】
（吐出器の使用）
　次に、上述した吐出器１を使用する場合について説明する。なお、液用シリンダ１４内
には容器本体Ａ内から内容物が吸い上げられているものとする。
【００７７】
　内容物を吐出する場合には、図２に示すように、ヘッド部７０をコイルばね５６のばね
力に抗するように押下げ操作して、押下ヘッド５全体を下方移動させる。これにより、連
係筒部７１がガイド筒部２１で支持されながら下方移動しはじめるので、突起片７２が液
用ピストン１５の連結筒部６１の上方開口端に対して上方から接触する。また、連係筒部
７１に伴って上部弁体６５が下方移動しはじめるので、上弁体６６が液用ピストン１５の
上弁座部６２から下方に離間する。
　従って、液用シリンダ１４内と第１流通路Ｒ１内とが流通孔６８を通じて連通した状態
となる。
【００７８】
　そして、押下ヘッド５のさらなる押下げ操作によって、突起片７２が液用ピストン１５
を押下げるので、押下ヘッド５及び上部弁体６５と共に、液用ピストン１５及びステム３
を同時に下方移動させることができる。この際、上弁体６６が液用ピストン１５の上弁座
部６２から下方に離間した状態を維持したまま、押下ヘッド５、上部弁体６５、液用ピス
トン１５及びステム３を下方移動させることができる。
【００７９】
　すると、液用シリンダ１４内を液用ピストン１５が下方移動するので、液用シリンダ１
４の内容積が徐々に減少して内圧が上昇する（加圧される）。これにより、下部弁体５０
が連通孔４６を閉塞する。また、液用ピストン１５が液用シリンダ１４内の内容物を押し
出すので、内容物を、ステム３内を通じて（具体的には、流通孔６８、第１流通路Ｒ１及
び第２流通路Ｒ２を通じて）、貯留シリンダ１０側に供給することができる。
　これにより、ステム３からの内容物を、貯留空間Ｓを利用して貯留シリンダ１０内に一
旦貯留することができる。
【００８０】
　なお、押下ヘッド５を例えばストローク分だけ押し下げてステム３を最下降位置まで下
降するときに、上側係止部８１および下側係止部８３が互いに摺接しながら、操作部８２
の揺動を伴って下側係止部８３が弾性変位して、上側係止部８１および下側係止部８３が
互いに係止する。このとき本実施形態では、下側係止部８３の上端縁が、上ガイド面８１
ａ上を摺動することで、付勢部材７が操作部８２によって後方に押し込まれて弾性変形し
ながら操作部８２が揺動軸Ｌ回りに揺動し、下側係止部８３が後方斜め下方に向けて弾性
変位する。そして上側係止部８１が下側係止部８３を軸線Ｏ方向に乗り越えると、付勢部
材７が復元変形して操作部８２が揺動軸Ｌ回りに付勢され、下側係止部８３が前方斜め上
方に向けて復元変位する。これにより、上側係止部８１の上端部と下側係止部８３の下端
部とが軸線Ｏ方向に係止し、保持部６が押下ヘッド５を最下降位置に保持する。
【００８１】
　ここで保持部６は、操作部８２が操作されて揺動したときに、上側係止部８１および下
側係止部８３の係止を解除して押下ヘッド５の保持を解除する。本実施形態では、操作部
８２の前端部が押し上げられると、操作部８２に連動して下側係止部８３が弾性変位する
ことで、上側係止部８１と下側係止部８３との係止が解除され、押下ヘッド５の保持が解
除される。つまり、操作部８２の前端部が押し上げられると、操作部８２への押圧力によ
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って付勢部材７が弾性変形させられながら操作部８２が揺動軸Ｌ回りに揺動する。これに
より、上側係止部８１と下側係止部８３との係止が解除され、保持部６による押下ヘッド
５の保持が解除される。
【００８２】
　保持部６による押下ヘッド５の保持を解除すると、コイルばね５６の上方付勢力（弾性
復元力）によって、上部弁体６５が押し上げられる。そのため、上部弁体６５及び押下ヘ
ッド５が上方に復元移動するので、液用シリンダ１４及びステム３に対して相対的に上方
移動する。
　よって、上部弁体６５の上弁体６６が液用ピストン１５の上弁座部６２に対して下方か
ら着座すると共に、連係筒部７１の突起片７２が液用ピストン１５の連結筒部６１の上方
開口端から上方に離間する。特に、上弁体６６が上弁座部６２に着座することで、液用シ
リンダ１４内と第１流通路Ｒ１内との連通が遮断される。
【００８３】
　また、上弁体６６が上弁座部６２に着座することで、上部弁体６５及び押下ヘッド５と
共に、液用ピストン１５及びステム３が一体となって上方に向けて復元移動する。
　そのため、ステム３の復元移動に伴って、吐出ピストン１３が貯留シリンダ１０内を上
方移動するので、貯留シリンダ１０内に貯留された内容物を貯留シリンダ１０内から押し
出すように、貫通孔２５を通じてノズル筒１２内に供給することができる。これにより、
吐出孔１１を通じて内容物を外部に吐出することができる。
【００８４】
　また、液用ピストン１５が液用シリンダ１４内を上方移動することで、液用シリンダ１
４内は減圧されて負圧状態となるので、下部弁体５０が連通孔４６を開放する。これによ
り、チューブ体４７を通じて、容器本体Ａ内の内容物を液用シリンダ１４内に吸い上げる
ことができ、次回の吐出に備えることができる。
【００８５】
　なお、ステム３及び液用ピストン１５が下方移動してから、元の位置に復元移動するま
での間、第２空気孔４４が開放されるので、容器本体Ａ内は第２空気孔４４及び第１空気
孔２３を通じて外部に連通する。そのため、容器本体Ａ内の空気置換を行うことができ、
容器本体Ａ内から液用シリンダ１４内に内容物を吸上げたとしても、容器本体Ａ内が減圧
されてしまうことを防止できる。従って、押下ヘッド５のスムーズな復元移動、及び内容
物のスムーズな吐出を行うことができる。
【００８６】
　上述したように、本実施形態の吐出器１によれば、貯留シリンダ１０内に内容物を一旦
貯留できるので、押下ヘッド５の押し下げ操作によってステム３を下方移動させたときに
内容物が吐出されてしまうことを防止でき、その後、ステム３を上方に復元移動させたと
きに内容物を吐出させることができる。
【００８７】
　従って、吐出された内容物を、片手だけでなく両手で受け取ることができる。さらに、
例えば片手が何等かの理由で塞がっている場合（例えば子供を抱いている場合や、荷物を
持っている場合等）であっても、もう一方の片手だけで、内容物の吐出操作（すなわち押
下ヘッド５の押し下げ操作）及び吐出された内容物の受け取りを行うことができる。その
ため、非常に使い易く、利便性を向上することができる。
【００８８】
　しかも、内容物が貯留シリンダ１０内に一旦貯留され、押下ヘッド５が最下降位置まで
下降したときに、保持部６によって押下ヘッド５を最下降位置に保持することができる。
よって、押下ヘッド５の押下を解除して押下ヘッド５から手を離したときに、押下ヘッド
５およびステム３が上昇して内容物が吐出されるのを防ぐことができる。従って、押下ヘ
ッド５から離した手をノズル筒１２に接近させた後に操作部８２を操作し、押下ヘッド５
およびステム３を上昇させて内容物を吐出させることができる。また、例えば吐出終了後
、次回の吐出のために押下ヘッド５を下降させて保持部６によって押下ヘッド５を最下降
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位置に保持することで、次回の吐出を円滑に実施することもできる。従って、利便性を更
に向上することができる。
【００８９】
　また、押下ヘッド５が最下降位置に向けて下降するときに、上側係止部８１および下側
係止部８３が互いに摺接しながら、操作部８２の揺動を伴って下側係止部８３が変位して
、上側係止部８１および下側係止部８３が互いに係止することで、保持部６が押下ヘッド
５の上昇移動を規制する。従って、押下ヘッド５が最下降位置に向けて下降させる作業を
実施することにより、保持部６によって押下ヘッド５を最下降位置に保持することができ
る。これにより、利便性を更に一層向上することができる。
　さらに、操作部８２がノズル筒１２を覆うので、吐出器１がかさばることを抑え、吐出
器１のコンパクト化を図ることができる。
【００９０】
　またノズル筒１２および操作部８２が、貯留シリンダ１０側から前方に向けて延び、か
つ操作部８２の前端部が、揺動軸Ｌよりも前方に配置されている。従って、操作部８２の
前端部を手で上下動させて操作部８２が揺動するように操作部８２を操作して、保持部６
による押下ヘッド５の保持を解除した直後、その手をノズル筒１２に接近させておくこと
ができる。これにより、利便性を更に向上することができる。
【００９１】
　また、操作部８２の前端部が、吐出孔１１よりも下方に配置される。従って、操作部８
２の前端部を手で操作して保持部６による押下ヘッド５の保持を解除した直後、その手を
吐出孔１１の下方に位置させておくことができる。これにより、利便性を更に向上するこ
とができる。
【００９２】
　また、本実施形態では、液用シリンダ１４及び液用ピストン１５を具備しているので、
液用シリンダ１４内に吸上げた内容物を、貯留シリンダ１０内に貯留することができる。
従って、一度の吐出操作で吐出される内容物の量を、液用シリンダ１４の内容積で規定し
易く、例えば決まった量の内容物を吐出させ易い。
【００９３】
　しかも、貯留シリンダ１０における貯留空間Ｓの内容積のうち吐出ピストン１３の下方
移動に伴って増加する増加容積が、液用シリンダ１４の内容積のうち液用ピストン１５の
下方移動に伴って減少する容積分以上の容積とされているので、ステム３を下方移動させ
た際に、貯留シリンダ１０の内容積を超える量の内容物が貯留シリンダ１０内に供給され
ることを防止することができる。
　従って、ステム３の下方移動時に、貯留シリンダ１０内に内容物を確実に貯留でき、貯
留シリンダ１０内からノズル筒１２内に内容物が流入し難い。そのため、ステム３の下方
移動時に、内容物が吐出孔１１から漏れることを効果的に防止し易い。
【００９４】
　更に、ノズル筒１２は固定部材である貯留シリンダ１０に一体に連結され、可動部材で
ある押下ヘッド５とは別体構成とされている。そのため、ノズル筒１２を動かすことなく
使用することができ、決まった位置に固定された吐出孔１１から内容物を吐出することが
できる。従って、吐出された内容物を受け取り易く、使い易さを向上することができる。
【００９５】
　なお、本発明の技術的範囲は前記実施形態に限定されるものではなく、本発明の趣旨を
逸脱しない範囲において種々の変更を加えることが可能である。
【００９６】
　例えば、上記実施形態では、吐出機構として液用シリンダ及び液用ピストンを具備する
ポンプ機構を採用したが、この場合に限定されるものではない。例えば、容器本体内に内
容物が圧縮された状態で充填され、ステムを押し下げることで内容物がステムから噴出す
るエアゾール機構を採用しても構わない。この場合であっても、貯留シリンダ内にステム
からの内容物を一旦貯留できるので、本実施形態と同様の作用効果を奏功することができ
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る。
【００９７】
　上記実施形態では、液用シリンダ１４に下部弁体５０が設けられ、ステム３と共に液用
ピストン１５が液用シリンダ１４内を下方移動したときに、下部弁体５０が液用シリンダ
１４と容器本体Ａとの連通を遮断することで液用シリンダ１４内が加圧され、これにより
、液用シリンダ１４内の内容物を貯留シリンダ１０に供給している。しかしながら本発明
はこれに限られない。例えば、ノズル筒１２に開閉弁を設け、貯留シリンダ１０内の減圧
時に開閉弁が貯留シリンダ１０と吐出孔１１との連通を遮断し、貯留シリンダ１０内の加
圧時に下部弁体が貯留シリンダ１０と吐出孔１１とを連通させる構成を採用してもよい。
この場合、ステム３と共に吐出ピストン１３が貯留シリンダ１０内を下方移動したときに
、開閉弁が貯留シリンダ１０と吐出孔１１との連通を遮断し、貯留シリンダ１０内が減圧
される。これにより、液用シリンダ１４内の内容物を貯留シリンダ１０に供給することが
できる。
【００９８】
　上記実施形態では、押下ヘッド５が最下降位置まで下降するときに、下側係止部８３が
弾性変位して、上側係止部８１および下側係止部８３が互いに係止する。しかしながら本
発明はこれに限られない。例えば、上側係止部８１および下側係止部８３が互いに係止す
るときに、下側係止部８３が、必ずしも弾性的に変位する必要がなく、弾性復元力を受け
ることなく変位してもよい。
【００９９】
　上記実施形態では、吐出器１が内容物を液状のまま吐出するが、本発明はこれに限られ
ない。例えば、内容物を泡状にして吐出する吐出器に本発明を適用することも可能である
。例えば、吐出器が、ステム内に連通した液用シリンダと、ステムに連係して上下動する
と共に、液用シリンダ内に上下摺動可能に配設され、ステムの下方移動に伴って液用シリ
ンダ内の内容物を前記ステム内に供給する液用ピストンと、ステムに連係する空気用ピス
トンが内部に上下摺動自在に収容された空気用シリンダと、を備え、ステムには、液用シ
リンダから供給される内容物と空気用シリンダから供給される空気とを混合する気液混合
室と、気液混合室で混合された気液混合体を発泡させて内容物を泡状にした状態で、貯留
シリンダ内に供給させる発泡部材と、が設けられた構成に本発明を適用することもできる
。
【０１００】
　上記実施形態では、吐出孔１１が、ノズル筒１２の前端部に形成されているが、本発明
はこれに限られない。例えば、吐出孔１１が、ノズル筒１２の前後方向における中間部に
形成されていてもよい。
【０１０１】
　操作部８２の前端部が吐出孔１１よりも下方に配置されていなくてもよい。
　操作部８２の前端部が、揺動軸Ｌや貯留シリンダ１０よりも前方に配置されていなくて
もよい。
　下側係止部８３が、揺動軸Ｌよりも後方に配置されていなくてもよい。また、下側係止
部８３が、揺動軸Ｌよりも上方に配置されていなくてもよい。
【０１０２】
　その他、本発明の趣旨に逸脱しない範囲で、前記実施形態における構成要素を周知の構
成要素に置き換えることは適宜可能であり、また、前記した変形例を適宜組み合わせても
よい。
【符号の説明】
【０１０３】
１　　 吐出器
３　　 ステム
５　　 押下ヘッド
６　　 保持部
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１０　 貯留シリンダ
１１　 吐出孔
１２　 ノズル筒
１３　 吐出ピストン
１４　 液用シリンダ
１５　 液用ピストン
８１　 上側係止部
８２　 操作部
８３　 下側係止部
Ａ　　 容器本体
Ａ１　 口部

【図１】 【図２】



(17) JP 6678074 B2 2020.4.8

【図３】 【図４】



(18) JP 6678074 B2 2020.4.8

10

フロントページの続き

    審査官  家城　雅美

(56)参考文献  特開２００８－２３０６９９（ＪＰ，Ａ）　　　
              米国特許第０２５３４５０４（ＵＳ，Ａ）　　　
              実開平０５－０５８６６２（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開２００９－１５４０８０（ＪＰ，Ａ）　　　
              実開平０３－０４０９７５（ＪＰ，Ｕ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｂ６５Ｄ３９／００－５５／１６
              Ｂ０５Ｂ１１／００
              Ｆ０４Ｂ　９／１４


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

